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Crown English Communication II, p. 51. 

 

Lesson 4 

Crossing the Border —Médecins sans Frontières— 

 

Dr. Kanto Tomoko joined MSF in 1993.  She was the first 

Japanese to work in the (1)field with this international volunteer 

group.  Here she talks about her experience. 

－1 

After working for about eight years as 

a doctor in Japan, I went to Switzerland for further 

study.  (2)It was there that I joined Médecins Sans 

Frontières (MSF), “Doctors Without Borders,” an 

NGO established in France in 1971.  MSF helps 

people all over the world who are sick or injured as 

a result of war and disaster, no matter what their 

(3)race, religion, or politics is. 

I had been thinking about how I might be of 

some (4)help to others as a doctor.  I wanted to 

see different cultures and places.  I had read 

about MSF and I had friends who had 

donated money.  I sent a letter to an MSF 

office in Paris saying that I wished to join  

the organization.  They said yes and I was 

sent to the Madhu (5)refugee camp in Sri Lanka, 

where fighting was going on.
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Lesson 4— Lead 

(1) field  in the field, p. 708. 

 

・ p. 50 の貫戸医師の写真から彼女の仕事場

を類推させて，成句義の(2)「現場で，実地

で; 出先で」を意味することを確認させる。

教科書欄外に in the field≒not in the 

office と書かれているので確かめさせる。

・ 成句で使われている field の意味は名詞の

語義 4 から来ているのでチェックさせる。 

 

 

Lesson 4— Section 1 

(2) it 9, p. 1031. 

 
・ it のような多くの用法がある語を調べ，辞

書にある情報を活用する方法を身につけ

させたい。教科書本文では It was there 

that .…と it で始まり be 動詞が続き，副詞

の there＋that 節となっていることを確か

めさせる。語義番号直後の文型表示が「it 

is」で始まっている語義のうち，形容詞や

名詞が続くものはほかにもあるが，副詞を

取ることができるものは語義 9 のit 

is ... (that) [who] ...しかないことを

確認させる。文型表示では be 動詞は現在

形(ここでは is)になっていることも確かめ

させるとよい。 

・  (強調構文;↓文法)という注記から，この

文型は強調構文であることをチェックさ

せ，さらに強調構文とはどのようなものか

を参照先の文法のポイントコラムで確認させ

る。教科書本文では場所を表す副詞である

there を強調していることを理解させる。 

・ 辞書用例を使って，強調構文の特徴を把握

させる。特に第 4 用例には場所を表す句(in 

Paris)が来ているので参照させて，教科書

本文は「私が国境なき医師団に参加したの

はそこでだった」という意味になることを

確認させる。 
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(3) race2 1, p. 1544. 

 

・ race の名詞を調べさせる。同じ綴りで語源

の違う語がある場合，見出し語の右上に番

号を付けて別々に記述されているのをチ

ェックさせ，教科書本文では「宗教(reli- 

gion)」や「政治(politics)」という語と並ん

で用いられていることから race1 ではなく

race2であることを確かめさせる。 

 

・ 語義 1には可算・不可算の両用法があるこ

とをチェックさせる。辞書の第 1用例は「あ

らゆる人種(all races)」と人種の種類を意

識しているので，第 3 用例は「人種差別

(discrimination against race)」と人種とい

うものを 1つの概念と考えているのでで

あることを理解させる。教科書本文では

religion，politics という概念を表す不可算

名詞と並んで用いられていることから，不

可算用法であることを確認させる。 

・ 「人種・民族・国民」などの意味を持つ語

をまとめて解説したコラムがあるの

で，ついでに確認させておくのもよい。 



(4) help 2, p. 912. 

 

・ 辞書にはよく使われるチャンクが例文と

して出ているため，用例から必要な情報を

探させるのも効果的。教科書本文と同じく

be of … help という形の例文が語義 2の最

後の用例として出ているのでチェックさ

せる。その訳文を参照させ，ここでは「い

くらかの役に立つ」という意味になること

を確認させる。 

・ この表現に使われている of の用法が of   

7a (p. 1329)に出ているのでチェックさせ

るのもよい。語義番号のすぐ後にはを

使ってどのような場面で使われるかが示

されている。かたく・主に書という表示

から，この表現が格式ばったもので，主に

書き言葉で使われることを確かめさせる。

さらに a の後半の文型表示be of Aの

で示された注記には，この形で教科

書本文のように help が使われることや，

some を伴うことがあると説明されている

ので確認させる。 

 

 

(5) refugee , p. 1577. 

 

・ 見出し語・発音記号の横にある(強勢は第

3 音節)という注記をチェックさせる。 

・ 教科書本文と同じ refugee camp が辞書の

第 2 用例として出ているので確認させる。

太字用例であることから，よく使われる結

びつきであることに注意させる。
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Crown English Communication II, p. 52. 

 
－2 

 

At Madhu there were 28,000 refugees, and (1)yet 

there was only one small hospital, where we had 

only two nurses, two Tamil doctors, interpreters, 

and health workers.  We had only the simplest 

medical (2)equipment to work with. There were times 

when we felt sad because we had to treat so many 

people with old equipment. 

We started at 9 a.m. and treated about 150 

people each day.  They spoke Tamil.  We asked 

them simple questions and decided what to do. In 

the afternoon, we treated people in our eight beds, 

usually (3)pregnant women and babies. Sometimes 
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Lesson 4— Section 2 

(1) yet and [but] yet, p. 2207.

 

・ 成句義や用例の訳を参考にして，教科書の

この部分が「マドゥーには 28,000 人の難

民がいたが，小さな病院が 1 つしかなかっ

た」という意味になることを確かめさせる。 

・ 成句見出しで[  ]が使われているが，これ

は置き換え可能な要素を示しているので，

but yetという形もあることに注意させる。

成句義の後にある(and yetの方が普

通)という注記から，実際に使用される形と

しては and yet の方が普通であることを確

認させる。 

 

(2) equipment 1, p. 638.

 

・ の表示や語義1の集合的にという用法

指示から，教科書本文では 1 つの機器とい

うのではなく，「(全般として)最も簡単な医

療機器しかなかった」という意味になるこ

とを確認させる。

・ 機器の数をいう場合はの注記のように a 

piece of ～を用いることをチェックさせる。 

 

(3) pregnant 1, p. 1485.

 

・ 見出し語に続く発音注記に(-e-は/e/)と

示されているのに注意させる。冊子辞書な

ら見開き隣のページにある prefer，predict

などの発音記号と比較させて，pre-の-e-の

発音は/I/であることが多いが，pregnant の

場合は/e/であることを確認させる。 

  

  

・ 教科書本文では人(ここでは women)を修

飾しているので語義 1を参照させる。教科

書本文は限定用法で用いられているのを

チェックさせ，辞書の第 1 用例で叙述用法

も確認させる。 
・ すぐ上の見出し語は pregnant の名詞形で

ある pregnancy なので派生語として確か

めさせるとよい。 
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Crown English Communication II, p. 53. 

 

we went to a small camp eight kilometers away from 

Madhu.  We worked from morning till night. 

Malaria, asthma, (1)pneumonia—these diseases 

were the most (2)common. Poor food and water were 

also serious problems. When the rainy season came 

in October, diarrhea increased and we lost some of 

our children.  We treated everyone who came to us, 

even soldiers carrying (3)weapons, but only after they 

(4)put their weapons away. 

We were told we would be safe.  However,  

there were times when we were ordered not to go  

out at night.  We listened to the radio to (5)find out 

whether it was safe to go outside or not. 
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(1) pneumonia , p. 1459. 

 

・ 見出し語・発音記号の横にある(語頭

pneu-のpは発音しない)という注記を確認

させる。 

・ で囲まれた表示は専門分野を示してい

ることを確認させ，医は医学用語(教科書

本文では病名)であることをチェックさせ

る。 

 

(2) common 1, p. 383. 

 

・ の表示の後に 2種類の比較変化が記され

ているが，「まれ～er; ～est」の部分に注

意させる。通例は教科書本文のように

more ～，most ～を用い，～er，～est は

あまり使われないことを確かめさせる。

・ 語義 1の意味をチェックさせて，教科書本

文が「これらの病気がいちばん多いものだ

った」と言っていることを確認させる。ま

た，common と同様に「普通である」の意

味を持つ様々な語の意味合いの違いを説

明したコラムを参照させ，教科書本文

では，「これらの病気が多く見られ，ありふ

れているので，普通のことだった」と述べ

ていることを理解させる。

・ 辞書ページ下部の構文チャートでは，類義語

によって取る文型に違いがあることが示

されているので，コラムと併せチェッ

クさせるとよい。 

 

 

 (3) weapon 1, p. 2131.

 

・ 見出し語・発音記号の横にある(-ea-は

/e/)という注記を確認させる。 

・ 語義 1 の第 3 用例が教科書本文と同じ

carry を使っているので参照させて，ここ

では「武器を持っている兵士」という意味

になることを確かめさせる。名詞を辞書で

引く時には，意味を調べるだけでなく，共

に使う動詞とのコロケーションを意識さ

せるとよい。 

 

(4) put put A away [away A], p. 1529.

 

・ 成句見出しには put A away [away A]と記

されていることに注意させる。A には目的

語となる名詞(句)が来るが，[  ]で囲まれた

部分は置き換え可能であることを意味し

ているので，目的語は away の前の場合も

後の場合もあることを確認させる。

・ 山形かっこ〈  〉には A に来ることの多い

要素に関する情報(選択制限)が示されてい

るので，成句義(1)から(10)の選択制限をチ

ェックさせる。教科書本文の文脈から，(1)

の「〈物〉をしまう，片づける」がもっとも

ふさわしいことを確認させ，ここでは「彼

らが武器をしまった後で(診察した)」とい

う意味になることを理解させる。 
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(5) find find out, p. 714. 

 

・ にもを使った文型表示があるの

で参考にして，どの成句義がふさわしいか

をチェックさせたい。教科書本文では find 

out に whether 節が続いていることから

find out wh節・句と記されている成句

義(2)に導く。 

・ 成句見出しのすぐ後にある「偶然と努力

のいずれの結果の意味でも用いられる」と

いう注記をチェックさせる。教科書本文で

は目的を表す to 不定詞として使われてい

ることを確かめさせ，ここでは偶然ではな

く，「外へ出ることが安全かどうかを知る

ためにラジオを聞いた; ラジオを聞いて外

に出ても大丈夫かどうか知ろうとした」と

言っていることを理解させる。 
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Crown English Communication II, p. 54. 

 
－3 

The most difficult thing about our work at 

Madhu was making decisions.  We had to think 

about the local situation, because looking at the 

situation through Western or Japanese (1)eyes could 

lead us to make wrong decisions. Since our 

medicines as (2)well as our medical equipment were 

very limited, we had to look at each situation as it 

happened and choose the best thing to do. 

I clearly remember the day when a woman 

brought her five-year-old boy to our hospital. I saw 
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Lesson 4— Section 3 

(1) eye  6, p. 674.

 

・ 用法指示でしばしば～sと複数形でよく

使われると記されていること，辞書の第 3

用例で教科書本文と同じ through が使わ

れていることから語義 6に導く。第 3 用例

を参考に，ここでは「西洋の，または日本

の目[観点]で状況を見る[判断する]こと」と

いう意味になることを確認させる。 

・ この語義 6では「目」を「判断・意見＝目

を通して状況を捉えること」というメタフ

ァーとして使っていることを理解させ，同

じく「目」を「判断能力＝見る目があるこ

と」というメタファーとして使っている語

義 5を参照させるのもよい。英語と日本語

のメタファーの共通点を発見させて，言葉

の意味に対して興味を深めさせることが

できる。 

  

 

 

(2) well as well as ..., p. 2137.

 

・ よく使われる成句であり，用法を調べさせ

たい。まず成句見出しに重要成句を示すア

ステリスク(*)がついていることに注意さ

せる。用法指示A as well as Bの部分か

ら，2 つの要素を結びつける表現であるこ

とを確認させる。 

・ (1)にはどのような語句を結びつける

のか説明されているので参照させる。教科

書本文では「私たちの医薬品(our medi- 

cines)」「私たちの医療機器(our medical 

equipment)」という 2 つの名詞句が結ばれ

ていることを確かめさせる。

・ (2)には，この句が主語になった場合の

人称の一致について書かれているのでチ

ェックさせる。辞書の用例や，教科書本文

で A (前の名詞句)に動詞が一致しているこ

とを確かめさせ，ここでは「私たちの医療

機器だけでなく私たちの医薬品も非常に

制限されていた」という意味になることを

理解させる。 
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Crown English Communication II, p. 55. 

 

(1)immediately that he was beyond help.  We gave 

him oxygen, but he was pale, his breathing was 

difficult, and the oxygen mask made him 

(2)uncomfortable. He was not improving.  We were 

using our last tank of oxygen. We didn’t know when 

the next tank was coming.  If another person 

needing oxygen arrived, maybe this tank could  

save his or her life.  I made my decision and made 

a sign to the nurse who was working with me to 

(3)turn off the oxygen. The nurse (4)simply couldn’t do 

it.  I waited five (5)seconds and then turned it off 

myself.  I did it because I thought it best to leave 

the child in the hands of God.  Was that the right 

decision?  I still don’t know. 
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(1) immediately 1, p. 973. 

 
・ 見出し語・発音記号の横にある(-e-は/iː/; 

-ate は/ət/)という注記を確認させる。 

・ 教科書本文では see (わかる，理解する)と

いう動詞を修飾していることから語義1に
導く。 

・ 「直ちに，即座に，すぐに」という語義の

後に(at once)と記されていることに注意さ

せる。訳語に続いて同義語[表現]がある場

合は，(  )に入れて示されていることを確

認させる。 

 

(2) uncomfortable 2, p. 2053. 

 

・ 見出し語・発音記号の横にで囲って示

されたun(否定)comfortable(快適な)と

いう語源情報に注意させる。同ページに

「un(否定)」という接頭辞から始まる他の

単語の例がたくさんあり，参照させること

で知識の定着が見込まれる。特に 3 つ下の

見出し語である uncommon は，教科書 52

ページに common が出て来るので，その否

定語としてチェックさせるとよい。 

 

・ 語義 2 の「〈人が〉心地よく感じない，不

快な」と記されている部分に注意させる。

教科書本文では使役動詞のmakeが使われ

ているので，「酸素マスクは彼を不快にさ

せた」という意味になることを確かめさせ

る。 

 (3) turn  turn A off [off A], p. 2041.

 
・ turnと off の組み合わせによる成句は辞書

には 4 つあるので，どれになるかをチェッ

クさせる。教科書本文には turn off the 

oxygen と目的語があること，同ページ 25

行目には turned it off と turn と off に目

的語が挟まれた表現が出て来ることから

turn A off [off A] を参照させる。 

・ 成句義 4 つのうち，教科書のこの部分が酸

素(タンク)の話をしていることから，山形

かっこに入れて示された典型的な目的語

(選択制限)が「〈電気・ガス・エアコンなど〉」

と記された(1)に該当することを理解させ，

ここでは「酸素を止める」という意味にな

ることを確かめさせる。 

・ 辞書用例では turn off the television と off 

(ここでは副詞)の後に目的語があり，教科

書本文も同じく offの後に the oxygenが来

ているが，同ページ 25 行目は代名詞(it)と

なって turn と off の間に挟まれているこ

とに注意させる。他動詞用法の句動詞では，

目的語に代名詞が来ると副詞の前で使わ

れることに触れるとよい。 

・ 「〈電気・ガス・エアコンなど〉をつける」

を意味する turn A on [on A]が同ページ右

上にあるのでチェックさせる。 
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(4) simply 4, p. 1756.

 

・ 教科書本文では simply couldn’t do it と否

定が続いていることから，語義 4の ～ … 

notという用法指示がある部分を参照さ

せる。 

・ 辞書の第 2 用例と教科書本文を較べ，「そ

の看護師はとてもそんなこと(=酸素を止

めること)はできなかった」という意味にな

ることを確かめさせる。 

・ 第 2 用例の最後に「not ... simply は「単

に…だけではない」の意味」という注記が

あるのをチェックさせる。simply と not の

位置関係で意味が変わることに注意させ

る。 

 

(5) second2 1, p. 1688.

 

・ second は同じ綴りで語源の違う語がある

ので，second1, second2 と見出し語の右上

に番号を付けて別の見出し語として立項

されていることを確認させる。見出し語・

発音記号の横にで示された語源情報

があるので，その違いをチェックさせる。 

 

・ 教科書本文では waited という動詞と数字

に続いて用いられていることから「5 秒待

った」となり，「秒」を意味する second2 の

語義 1であることを理解させる。 
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Crown English Communication II, p. 56. 
 

－4 

My six months in Madhu passed quickly, but 

they were very important to me as they gave true 

meaning to my life and work. 

The work of NGOs like MSF is helping to 

solve many of the world’s problems, but there is so 

much more to do.  It is my hope that many more 

Japanese will (1)volunteer for such work, (2)go and see 

more of the world, and begin to have a (3)sense of 

compassion for people who need help.  Such 

volunteers will find that they get as much as they 

give.  In my own case, the experience not only gave 
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 Lesson 4— Section 4 

 (1) volunteer  1, p. 2107.

 

・ 助動詞 will に続いて用いられているので

動詞であり，前置詞 for が続いているので

自動詞の用法を探させる。語義 1も語義 2
も for を取ることが二重山形かっこを

使って示されているが，for 以下が「何かに

なること」ではなく「そのような仕事をす

ること」なので，語義 1の「…を自ら進

んでする，買って出るfor」の方になるこ

とを確認させる。

・ 教科書同ページの 11 行目には名詞の

volunteer が出ているので調べさせる。

語義 1の「ボランティア，奉仕者; 志願者，

有志」という意味を参照させて，「ボランテ

ィア」は「人」を意味する名詞で「(ボラン

ティア)活動」ではないことに注意させる。

語義3には「ボランティア活動をする(do 

volunteer work)」という用例が出ているの

で同時にチェックさせるとよい。

 

(2) go 5, p. 821.

 

・ 語義が多い基本語のため，文型から正しい

語義に導きたい。文型表示go and do/主

に米話go doが教科書本文の go and see

と合っていることから語義5を参照させる。

語義との前半の注記から，目的を表す不

定詞を使った go to do のくだけた表現であ

ることを確かめさせる。 

・ スラッシュ( / )で区切られた文型表示の

後半との後半の注記から，主にアメリカ

の話し言葉では and を省略することもあ

ることを確認させる。

・ 辞書の第 1 用例が go and see と教科書本

文と同じ形を使っているのでチェックさ

せる。辞書用例では(and)と( )で囲まれて

いるので and は省略されることもあるこ

と，また辞書の方は人が目的語(go and see 

Elizabeth)なので「会いに行く」だが，教

科書の目的語は more of the world なので

「世界のもっと多くの事を見に行く; より

広く世界を見に行く」となることを確かめ

させる。 

・ 後段のコラム(1)では，go (and) do の

do に表れる代表的な動詞が挙げてある。

教科書の see は太字になっており，「特に

よく用いられる」ことを確認させたい。

様々な動詞をチェックさせ，自然な英語表

現の幅を広げておくのもよい。 
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(3) sense 2, p. 1703.

 

・ カタカナ語でもあるので注意して調べさ

せたい。of 以降に「深い同情・哀れみ(com- 

passion)」という感情・意識を表す名詞が

来ているので，語義 2がふさわしいことを

確認させる。 

 ・ 辞書の第 1，2，6 用例が動詞 have とのコ

ロケーションで「…な感じ[気持ち]を持つ

[になる]」という意味になっていることを

チェックさせ，教科書本文が「深い同情心

を持ちはじめる」と言っていることを確認

させる。 

・ 語義 3を含めて a /one’s/the sense of …と

いうチャンクは英語には数多くあり，

コラムにリストされているのでチェック

させるとよい。 
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Crown English Communication II, p. 57. 

 

(1)direction to my life but also gave me an opportunity 

to think about what it is to live as a human being.   

I plan to join MSF again and continue working with 

them until MSF is no longer necessary.  There are 

still countless sick and injured people all over the 

world. 

Crossing the border takes courage—your 

family and friends may object—but if it seems to  

you the right thing to do, follow your (2)heart.  You 

might find yourself in the minority, but have 

confidence in yourself and have the courage to put 

your beliefs into (3)action. 
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(1) direction 1b, p. 529.

 

・ 語義の補足説明として(  )が使われること

があるので，その部分もチェックすると正

しい語義を見つけやすいことを教えたい。

語義 1b の中に「(人生などの)目的; 指針」

という訳語がついていることを確かめさ

せる。教科書本文が「私の人生に目的[進む

べき方向性]を与えた(gave direction to my 

life)」と考えると文脈に合うことを確認さ

せる。 

・ 辞書の第 3 用例が(3)でチェックさせた a 

sense of …を使った「明確な指針[方向性] 

(a clear sense of direction)」になっている

ので，意味や用法を再確認させるのもよい。 

 

(2) heart 2, p. 903.

 

・ 語義2の第 6用例が教科書本文と同じチャ

ンクなので，意味をチェックさせる。ここ

では「自分の気持ちに従いなさい; 自分の

思うようにやりなさい」と言っていること

を確認させる。 

・ 「心; 感情; 気持ち」を表す heart が他の

類語とどのように違うのかがコラム

に説明されているので，確認させるとよい。 

 

 

(3) action put A into action, p. 23.

 

・ 成句を調べる場合，名詞が含まれている場

合は原則的に名詞の方で立項されている

ので，action の成句を参照させる。 

・ 意味をチェックさせて，教科書本文では A

が「(あなたの)信念(your beliefs)」である

ことを確かめ，「信念を実行に移す」という

意味になることを理解させる。 

 

 


